









































































































































































































































































































































































































































































































































機業戸数 織機数 職工数 生産高
明治38年農商務統計 織物葉 4形態別 4形態別 4形態別 一　　括
明治37年岡山県 織物業 4形態別 一　　括 ～　　括 一　　括
明治37年婁媛県 織物業 4形態別 4形態別 4形態別 一　　括
明治38年長野県 織物業 4形態別 4形態別 4形態別 一　　括
織物業 4形態別 4形態別 4形態別 一　　括塵台38年騰輸’出　向
H二重 4形態別 4形態別 4形態別 4形態旧
註　1）　『第22次農商務統計表』ならびに各県の当該年度の『県統計書』より作成、
　　2）4形態別とば「工場」，「家内工業」，「織元」，「賃織業」別である．
括記載となっている岡山県の場合は織物業の生産形態は把握しがたい。
　ところで，福井県の場合は輸出羽二重を再掲するが，この輸出羽二重については機業戸
数，織機数，職工数のみでなく，生産数量・生産額をも4形態別に把握しており，この生
産高の各形態1風あたりの生産数量，価額を算出し得るのであり，これが加わって福井県
の輸出羽二重業の実態はかなり詳細な検討をなし得るのである。すでに『第11回農商工年報』
において明治27年度の福井県の織物業は絹織物，絹綿交織物，木綿織物、麻織物別に生産
数量・価額が記載されるほか，絹織物は製造戸数，織機数，職工数をも把握していること
をみてきた。この絹織物における把握はさらに羽二重，奉書紬，蠣蠕傘地，綾織手巾にわ
けて，それぞれについてなされているのであり，しかも第10回の明治26年度からそのよう
になっているのである。さらにさかのぼった『第9回農商工年報』には羽二重織物業者井
其織機数という項目があって、羽二重業の機業戸数，織機数，1戸平均織機数を郡別に把
握している。また，明治32年度の．『第16回農商工年報』においても絹織物については，生
産数量・価額だけではなくて，製造戸数、織機数、職工数を，羽土重，奉書紬、蠣幅傘地，
着尺物，薄絹，ハンカチーフの別に，それぞれについて把握していることもこれまたみて
きたところである。このように福井県の場合は絹織物に関する把握が終始詳細であるとい
えよう。それは特に輸出羽二重業においてそうである。福井県は明治期に輸出羽二重の生
産が急速に展開し，わが国輸出絹織物を担う主要な機業県となるのであるが，『県統計書』
における以上のような把握は，この絹織物，輸出羽二重に関する県当局の関心・認識の度
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合が示されているものといえるであろう。
　つぎに製糸業をみよう。この時期をも含めて戦前期のわが国輸出品の大宗であった生糸
生産の『農商務統計表』における記載は，第10次（明治26年度）までは生産高のみを，第
11次（明治27年度）からは製造戸数をも記載している。第11次には製造戸数を製造所と自
宅にわけて把握するが，第22次（明治38年度）にいたり，それを10人繰未満，10人繰以上
50人繰未満，50人繰以上100入繰未満，100入繰以上にわけて，器械製糸，座繰製糸，玉糸
別に把握するものとなっている。各県についてみると，岡山県，愛媛県、福井県は明治27
年度は製造所，自宅別の製糸戸数把握を行なっているが，長野県は同年は生産高を把握し
ているにすぎない。明治37年の統計規程にもとつく規模別把握は岡山県，長野県は明治37
年度から，福井県は明治38年度から『県統計書』にあらわれるが，愛媛県はこの明治37，
38年度のみでなく明治宋年にいたるも器械製糸，座繰製糸別の製造戸数，生産高の把握に
とどまっている。岡山県は10人繰末満，10野冊以上50人繰未満，50人繰以上100人繰未満，
100日半以上の4階層区分，福井県は10人繰未満，10人繰以上100人繰未満，100人繰以上
の3階層区分であるのに対して，長野県は10人繰未満，10人繰以上50人繰未満，50人繰以
上100人繰末口，100人繰以上300人繰三一，300人繰以上500人繰宋満，500人繰以上という
6階層区分となっていて詳細であるとともに，暦数の把握も行なっている。愛媛県は西日
本随一の製糸業でありながら明治末年にいたるも製糸業の把握は器械製糸，座繰製糸とい
うことにとどまり，また長野県がわが国第一の製糸業でありながら明治27年度になお生糸の
生産高を把握するのみであることは，この時期の製糸業の発展を『県統計書』によって検
討することには大きな限界があることを示すものといえよう。しかし明治27年度には生糸
生産高を記載するにすぎない長野県ではあるが，それ以降は第2表にみるような製糸業に
関する詳細な記載を行なっている。特に大正6年からの器械製糸工場，器械製糸共同揚返
工場に関する記載，大正12年の繰糸工女，揚返工女に関する記載は『長野県統計書』に独
自のものであろう。長野県はわが国第一の製糸業にふさわしくこの製糸業についての独自
の把握のあとをその『県統計書』に記してきているといえるのである。
　最後に藺莚業についてみよう。畳表藁簾，花莚からなる藺莚業は『農商務統計表』にお
いて終始把握されてきた数少ない部門のひとつである。農商務統計においては明治27年の
「農商務統計様式」以降，製造戸数と生産額を把握することとなり，さらに明治37年の
「農商務統計様式改正」により職工数を把握することとなる藺莚は，『農商務統計表』の
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第2表　　『長野県統計書』における製糸業の記載
年　度 記　　　　　　　　　　　　　載
明治27年 生糸産数
28年製造戸数，職工数，生産数量　　　6月末現在
29年製糸戸数、翻弄，職工数，原料繭額，生糸・屑糸産額
??〜??
製糸戸数（製造所・自宅〉，釜数・製糸原繭・職工数（製造所・自宅別）
ｶ糸産額　捻造（器械・座繰）・打返し造・劃一・島田造・鉄砲造・その他・計
??〜??
蚕糸戸数（製造所㌔自宅），生産数量捻造（器械・座繰・計）
37年製糸戸数　器械・座繰・玉糸別　各下記規模別
　　～　　　　　　10人繰未満・10～50・50～100・100～300・300－500・500～・計
大正3年　　　　　生産額　生糸（器械・座繰別），屑糸，屑物
??? 製糸戸数　10釜未満・10～50・50～10G・1GO～・計
繰糸釜日・生産数量・価額・器械糸・座繰糸・玉糸・計
6年
s
ll年
製糸戸数　器械製糸・座繰製糸・玉糸別に下記規種別
　　　　10釜未満・10～50・50一・100・100～・計
製糸釜数，生糸生産高
器械製糸工場　工場数，事業者数，罪数1下男・工女数，1釜平均工女数，生糸
　　　　製造高，前1ヵ年間就労日数tt　1釜別製糸高，！日1釜あたり製糸高
器械製糸共同揚返工場　工場数，事業者数，回数，工男・工女数，1釜平均工女
　　　　数，組合中数，組合釜数，製糸御返高，前1ヵ年問就業日数
12年
蚕糸及真綿累年比較　製造戸数，繰糸釜数，生産額を器械糸・座繰糸・玉糸・計別
　　　　　　　　　　に把握
　製造戸数　10釜未満・10～50・50～100・100～300・300～500・500～700・700～
　　　　　1000・1000釜以上・計
　職工数，生産高
　器械製糸工場　6年～ll年と同じ
　座繰・玉糸工場　各工場数，釜数，工場・工女数，生糸製出高，平均繰業日数
　器械製糸共同揚返工場　6年～1／年と同じ
　器械製糸工場繰糸工女年令別
　器械製糸工女地方別（県内戸別・県外県別・出身者数）
　繰糸工女勤続年数（器械製糸）　　　　．
　揚返工女勤続年数（器械製糸）
註　1）各年度『長野県統計書』より作成．
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第11次（明治27年度）から第21次（明治37年度）は製造戸数，生産高，第22次（明治38年
度）以降は職工数が加わって記載されている。この藺莚の各県の『県統計書』における記
載状況はつぎのようになっている。愛媛県は明治27年度は製造戸数，生産額が記されるが，
明治37年の規程にもかかわらず職工数は同年あるいは明治38年には記載がなく，大正3年
度にはじめてあらわれる。長野県の場合も明治27年度に製造戸数，生産額が記載されるが
明治37年を経た後年になっても職工数の把握は遂にないままである。福井県も同様である。
このように各県の『県統計書』における藺莚業の把握は「農商務統計表』と同様かあるいは
職工記載を欠くなどむしろ後退している場合が少くないといえるが，岡山県の場合はそれ
とは大いに異なっている（第3表）。明治27年度の『岡山県勧業年報』においてはまだ畳表
量産として数量・価額のみであるがt明治28年度には畳表翻身蕗類と輸出向花莚とにわけ
第3表　　『岡山県統計書』における聯弾の記載状況
年　度 記　　　　　　　　　　　　　載
明治27年 畳表莫適茎類　　1数量：　f面額
??〜??
輸出向花莚　　製造戸数　数量　価額　織機数
?¥干柿藍類　　　〃　　　〃　　〃
30年
畳表其薦類　製造戸数　数量：織機数（明治27～30年　全県一括）
ﾑ莞莚，綾薩，豊表藺莚　製作及製造人員　製作及製造名（明治27～
@　　　　　　　　　　30年）
31年 花莚，畳表，其座　製作及製造人員　製作及製造名（明治29～31年）
??〜??
畳表　　　　製造戸数　織機数　数量・価額
ﾔ畠　　　　　〃　　　〃　　　　〃
??〜?? 畳：表　　　　製造戸数　織機数　職工数　数量・価額
ﾔ圃　　　　　〃　　　〃　　　〃　　　　〃
　　37年
@　～
蜷ｳ4年
箇箇　　　　製造戸数　織機数　職工数　数量・価額
?¥，其日　　　ク　　　ク　　　〃　　　　〃
?????
花莚　　　　製造戸数　職工数　数量・価額
?¥，莫産　　　ク　　　　〃　　　　〃
註　1）各年度の『岡山県統計書』，ただし明治27年は『第17回勧業年報』，28，29年目
　　　第18回，19回の『農商工年報』より作成，
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て，それぞれ製造戸数，数量のほか輸出向花莚には織機数が記載されている。『明治32年
岡山県統計書』では畳表と花塗であるが，製造戸数と数量のほかにともに織機数を把握し，
明治34年度には職工数をも記載している。明治37年になると畳表劇論の織機数記載はなく
なるが，花莚は大正4年まで織機数が把握されているのである。すなわち，花莚について
は製造戸数，織機数，職工数，生産数量・価額が記載されているのであって，これによっ
て生産条件を検討し得るものとなっているのである。花莚はこの時期のわが国の重要な輸
出品であり，岡山県がこの輸出花莚の生産地であったが，『県統計書』における以上のご
とき記載状況は県当局の花鑓業に関する認識の度合を反映しているものといえよう。
　以上の輸出羽二重業についての『福井県統計書』t製糸業についての『長野県統計書』，
花莚業についての『岡山県統計書』の把握はあきらかに『農商務統計表』におけるそれを
越えるものとなっているのである。本稿ではごく少数の県の「県統計書』について検討し
たにすぎないが，各府県の『府県統計書』はここでみたような，『農商務統計表』を越え
る工業生産把握を行なっていることが少くないであろう。そしてこのような『府県統計書』
における把握は，当時のわが国工業の発展状況を検討するうえでの重要な資料となるので
ある。
註
（1）拙稿「農商務統計における工業生産の把握」『岡山大学経済学会雑法』第10巻第3号
　1977年12月。
（2）内務省編『府県統計書様式』　1884（明治17）年　1ページ。（内閣総理府統計局図
　書館所蔵）。
（3）（2）と同一書　101ページ。
（4）農商務省の統計規程については農林大臣官房統計課『明治二年以降農林省統計関係法
　規輯覧』　1932年　農林統計協会　による。
附記
　本稿は1980年度文部省科学研究費補助金による研究（「農商務省期府県統計における
工業生産の把握」）の研究成果の一部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1981年8月31日）
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